
B-18 重力方程式の解釈について

日本文理大学工学部機械電気工学科 A 竹本義夫A

電磁力と同様のメカニズムより重力の方程式を得て、更にその方程式を解釈する。
(A) 重力の発生(重力源は静止しているものとする。)、A = 0

(i)(電磁 (重力)場とポテンシャルの関係)・・”+,−”はローレンツ変換不変を表す。
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(B)重力の方程式(相対論不変) θ = π
2 − iΩ(赤道上) Ω：虚角 (公転のスピード)
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(C) 重力方程式の解釈 (詳しくは http://www.nbu.ac.jp/∼takemoto/genko.html)
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